
⑳
古
文
書
學
”
概
論

勝
峯
月
漢
著

　
近
端
國
労
演
の
獲
達
普
及
著
し
く
、
從
っ
て
古
文
書
の
利
用
は

盒
々
多
か
ら
ん
ミ
し
て
み
る
が
、
古
文
書
學
に
饗
す
る
著
書
は
古

く
久
米
博
士
の
古
文
書
學
講
義
が
あ
る
位
の
も
の
で
、
そ
れ
ミ
て

今
日
容
易
に
手
に
入
れ
難
く
、
久
し
く
輿
望
の
著
書
が
世
に
出
で

な
か
つ
九
〇
然
る
に
此
度
勝
峯
文
學
士
に
よ
っ
て
本
書
が
編
著
さ

れ
る
に
至
っ
た
こ
、
こ
は
墨
界
の
た
め
喜
ぶ
べ
き
薯
こ
云
は
ね
ば
な

ら
ぬ
。
著
者
は
年
忍
辱
都
大
谷
大
學
に
於
て
古
文
書
墨
を
講
じ
斯

畢
に
馨
し
塾
長
を
積
ま
れ
つ
』
あ
っ
た
が
、
其
間
之
に
驕
す
る
著

書
を
編
成
せ
ん
、
こ
し
、
京
都
帝
國
大
忌
古
文
書
室
及
び
大
谷
大
學

墨
書
館
に
於
て
夏
に
博
く
資
料
を
蒐
集
調
査
す
る
こ
ε
約
ニ
ケ
年

殆
ん
き
全
力
を
之
に
傾
倒
さ
れ
て
贋
つ
た
が
、
其
の
原
稿
が
將
に

完
結
に
近
づ
か
ん
、
こ
し
て
居
っ
た
時
に
圖
ら
す
も
急
逝
さ
れ
た
の

は
實
に
弾
み
て
も
飴
り
あ
る
こ
ε
で
あ
っ
た
。
著
者
の
同
窓
徳
重

淺
吉
畢
士
は
友
愛
の
情
極
め
て
深
く
、
如
何
に
も
し
て
故
人
の
素

意
を
蓬
せ
し
め
ん
「
こ
し
、
多
忙
な
る
學
事
の
飴
暇
、
或
は
葦
子
を

補
訂
し
或
は
圓
版
を
選
定
し
て
文
字
に
一
々
野
離
を
施
す
等
，
並

　
　
　
紹
　
　
　
　
介

々
な
ら
ぬ
助
力
を
加
へ
ら
れ
て
藪
に
漸
く
刊
行
が
成
っ
た
の
で
あ

る
。
全
編
は
序
論
第
一
章
古
文
書
學
の
概
念
、
第
二
章
古
文
書
墨

の
黒
影
、
第
三
章
古
文
書
學
研
究
上
の
諸
注
意
、
本
論
前
篇
外
的

研
究
、
第
一
章
古
文
書
の
材
料
及
び
製
作
の
器
具
、
第
二
章
古
文

書
の
形
歌
、
第
三
洋
書
膿
、
第
欄
章
書
風
、
第
五
章
花
押
、
第
六

章
印
章
、
後
篇
内
的
研
究
、
第
一
章
警
語
及
び
雪
嵐
、
第
二
章
様

式
総
説
、
第
三
章
様
式
立
撃
、
第
四
章
眞
僑
批
判
、
第
五
悪
筆
繹

及
び
法
力
の
考
究
、
ミ
し
終
り
に
索
引
を
附
し
て
あ
る
。
古
文
書

學
に
塗
す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
の
集
成
に
努
め
、
殊
に
各
種
の
古
文

書
を
一
の
騰
系
の
下
に
分
類
配
列
を
試
み
た
こ
ε
は
著
者
の
最
も

苦
心
の
存
す
る
所
で
あ
っ
た
ミ
思
は
れ
る
。
三
男
・
の
研
究
を
な
さ

ん
ミ
す
る
入
々
に
は
恰
好
の
書
物
で
あ
る
。
（
菊
判
七
八
七
頁
、

東
京
臼
黒
書
店
登
行
，
償
拾
試
圓
）
〔
松
野
〕

⑳
日
本
巫
女
史

中
山
太
郎
馬

　
日
本
に
於
け
る
巫
女
の
登
達
を
記
蓮
せ
み
も
の
ミ
し
て
空
前
の

大
著
で
あ
る
。
紳
論
に
於
て
巫
女
史
の
本
質
嘱
こ
學
問
上
の
位
置
を

論
じ
、
第
一
篇
を
固
有
毘
法
時
代
ミ
し
て
癒
神
天
皇
以
前
を
取
扱

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
三
號
　
　
四
五
「
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